ました。 培養液と して 選んだ の は 第一 一村 木 液と 仮に 私 

が 命名 〔# 「命名」 は 底本で は 「命令 匕 している 生理 液で 

す」 

熱心な 聴衆の ある 者の 間に は、 この 大胆な、 学界 空 

ささや さ 

前の 発表に 対して、 折々 驚歎の 私語が おこった。 陪賓 

席に は、 東亜 生理学 会の 会員が、 七 八 名、 この 画期的 

実験 報告の 内容 を 一 語 も 聞き 洩す まじと 熱心な 耳 を 傾 

けて いた。 その 中には、 村 木 博士の 助手と して、 その 

実験 を 手伝って いる 女 理学 士内藤 房 子 女史の 断髪 姿が 

紅 一 点 を 点じて いた。 

博士 はコ ップの 水で ちょ つと 口 をうる おしてから 語 



たします。 恐らく、 本 会の 秋季 大会に は、 報告で きる 

ようになる だろうと 思います」 

き ゆうさん 

博士 は 急 霰 のよう な 拍手 を 浴びながら 演壇 を 下つ 

た。 

. J れ で 東亜 生理学 会 の 昭和 X 年度 春 期 公開 会議 はお 

わった のであった。 

聴衆の 間に は ざわざわと 波が 起った。 ベンチ を 起ち 

上 つ て 帰り 仕度 をす るので ある。 

その 時、 傍聴席の、 内 藤 女史の 隣リ にいた 阿部 医学 

士 がすつ と 起ち あがって、 いま 自分の 前 を 通り過ぎよ 

うとす る 村 木 博士に 向つ て 言った。 



学界 も 俗界 も 上 を 下への 騒ぎであった。 勿論 この 

ニュ ウス は 全世界に 報道され、 各国の 学界に 異常な 

ショ ックを 与えた こと はいう まで もない。 
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「ねえ、 先生！」 

試験管の 掃除 をして いた 内 藤 房 子 は、 タオルで 濡れ 

た 手 を ふきながら、 後ろ を ふりむい てこう 言った。 

熱心に 化学 書 を しらべ ていた 村 木 博士 は 眼鏡 を はず 



して、 それ を 用いた 書物の ぺ— ジの 上に おいて、 助手 

の 方へ むきな おった。 

「妾、 先生の 昨日の 御 演説に はほんと うに 吃驚し ま 

したわ。 先生が あんなに 世界的な 実験 をして おられる 

なんて、 ちっとも 知らな かったんです もの。 そして 

わ-こ i 

妾なん か 何もお 役に立って いないし、 又お 役に たつ 

こと もで きないん です もの」 

「そうじゃないで すよ。 あなたが そうして 試験管の 掃 

除 をしたり、 薬瓶 を片附 けたり していて 下さる ことが 

大変 私の 実験に 役に立って いるので す」 

「でも 何も 知らない 私 を 理学 者 だなん て 紹介して 下 



さった とき は、 妾 ほんと に 顔から火が出 るよう でし 

た わ」 

「これから 理学 者になる のです。 私のと ころで、 これ 

から 半年 も 勉強して いらっしゃれば、 立派な 理学 者に 

して あげます。 寺 田 学士の 『化学 精義』 は 大分 進んだ 

でしよう。 わからん ところ は 遠慮なくお たずねなさい。 

さあ これから 少し 復習し ましょう」 

「先生」 

こう 言つ て 顔 を あげたと き、 房 子の 眼 は 少し 涙ぐん 

でいた。 

I 妾もう、 そんな 難 かしい 本 を 教わる の はい やで ご 



ざいます。 妾 はた だの 女で いとう ございます。 先生 

のお そばに、 いつまでも 離れないで、 去年の 夏の よう 

に 先生に 愛されて …… 先生、 妾 を どこかへ つれて 行つ 

て 下さい。 誰も いないと ころへ、 先生と 二人つ きりの 

ところへ」 

彼女 は 博士の 膝に 顔 を ふせて すすり泣き はじめた。 

博士 は、 膝の あたりに 荒 布の 作業服 をと おして、 柔か 

い 物体の うごめく の を 感じながら、 しばらくう つ とり 

としてい たが、 それと 同時に 困った もの だとい うよう 

な 表情 を も 彼女の 頭の 上で 露骨に 示しながら、 でも 矢 

張り やさし い 調子で 言 つた 〔# 「言 つ た」 は 底本で は 「行 つ 



ていた。 

4J ,i 一 し 

「わかりました。 妾が 無理 を 申し上げました。 でも、 

妾 どうしても 先生のお そば を 離れられません。 去年 

の 夏で ございま したね。 八月の 十四日で ございました 

ね。 午後の 四時 頃でした わ。 まだ 日 は 高くて 暑い さか 

りでした もの。 先生 は 海水着 をき て 砂の 中に 半分 埋 

まってい らっしゃ いました わ。 まるで 中学生 か 何 かの 

わたし 

ように、 妾なん て お転婆だった でしよう。 大きな 声 

で 歌 を 歌いながら 先生の すぐそば を 通った のでした わ 

ね。 妾 わざとそう したので すわ。 妾の 方で は 先生 を 

よく 知ってい たのです もの。 ブッセ の 詩で ございまし 



ころで、 並んで 砂に 埋まりました わ。 そして いろんな 

お 話 をう かがいました わ。 先生が 独逸で ごらんに なつ 

た 表現 派の 芝居のお 話な ど …… そして 先生が 遊びに い 

らっしゃ いとおつ しゃった ので、 鎌 倉のお 宅へ 伺った 

のでした わ。 それから …… 」 

「妙な ものです ね 人間の 縁と いう もの は、 それで あな 

たは その 夏き り X X 大学の 聴講生 をお やめに な つ て、 

私の ラボ ラトリ— で 手伝つ て 下さる ことにな つてので 

すね、 そして 冷たい 科学の 研究 をしながら、 私たち は 

…：- J 

「愛しあって いたので すわ。 凡ての もの を、 やきつく 



すよう な 熱烈な 愛で」 

「私たち は、 まるで 若い 学生 同志の ように 愛し あいま 

したね。 世間で は、 私たちが、 この 研究室の 中で、 し 

じゅう 顕微鏡 や 試験管ば かりい じく つ ている ように 

思って いるが、 そして 私の 家内 もそう 〔# 「そう」 は 底 

本で は 「さう 匕 思って いるので すが、 その実、 私たち は 

一 日 じゅう この 部屋の 中で、 手 を 握ったり、 抱擁した 

リ して、 愛の 戯れ をし つづけて いた こと も ありました 

ね。 研究の 方 は 自然 怠りが ちに なって …… 」 

二人の 手 は ひとりでに 動いた。 はげしい 抱擁が かわ 

された。 



「むずかしい 質問 だね、 お父さん は 知りません よ。 兄 

さんに たずねて ごらん、 兄さん は 物識り だから」 

「日本語 なんか 僕 知らない や、 百が サルで 日が ス ベで、 

紅が リ だろ。 英語で は 百日って ハンド レッド. ディつ 

て いうよ」 

「ハンド レッド • ディズ だよ。 複数 だから」 

「矢っ張り お父さん は 偉い な あ。 昨日の 新聞に お 父 さ 

んの 写真が のって たね。 内 藤さん の 写真と 一 しょに。 

内 藤さん も 随分え らいんだ ね」 

村 木 博士 はいつ ものよう に、 十四と 十二になる 長男 

と 長女と を 相手に、 登校 前の 遊び 友達に なって 過して 



承りたい わ」 

博士の 眉間に は 縦に 大きい 皺が よった。 しかし それ 

はすぐ に 消えて、 またい つもの 温顔に 返った。 

「学者 は 研究 すれば いいんだ。 研究の 結果 を どうす る 

かなんて こと は 実際家に まかせて おけば いい。 いずれ 

法律家が 何とかき める だろう。 ただ 実験に つかった 

〔# 「つかった」 は 底本で は 「つかった 匕 精虫 は 私の もの 

だから、 私 は 当然 父親で あるべき だと 思う が」 

「そうし ますと 母親がない という 事になる ので 御座い 

ます か 〔# 「御座いま すか」 は 底本で は 「御座ます か 匕」 

夫人の 顔に は 淋しそう な 表情が 浮かんだ。 博士 は そ 



博士 は 時計 を 見た。 八 時 五分 前だった。 博士 は 仕度 

をして 実験室へ 出かけて 行った。 しばらく すると、 邸 

内から ピアノが 聞え た。 ショパンの 曲だった。 
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それから 一 一十 日ば かりたった 或る日の ことで ある。 

村 木 博士の 邸内に は、 桜 はもうと つくに 葉に なって、 

あちこちの 庭石の かげに、 紅白 さまざまの 変り種の 躑 

躅が 咲いて いた。 



うとして おられる の だ …… 」 

彼女 は 博士 の 冷静な 態度 を 思い出す と はげしい 憎悪 

を 感じた。 それと 同時に 自分が 博士の たね を 宿して い 

る こと を 意識す ると、 博士が 恋しくて 恋しくて たまら 

ない のであった。 

.P こ ) 

「もしそう だとす ると、 妾 の 身 も 破滅 だし、 博士 自身 

も 破滅 だ。 それに …… 」 

彼女 は 近頃の 村 木 夫人の 眼に 一 種の 嫉妬の 光リ がし 

つ こく 宿って いる ことに 気がつい ていた。 夫人 は、 相 

変らず 房 子 に 愛想が よかった し、 嫉妬ら しい 素振り は 

第三者から 見る と 微塵 もなかつ たので あるが、 当人に 



を 滅茶滅茶 にして 博士 を 世間へ 顔向けので きぬよう に 

し、 どこか 地球の 果てと いうよう なと ころへ 行って 自 

分と 二人で 恋愛 三昧の 生活 を 送ろうと 考えた ので ある。 

—— 世界 を も 恋 故に —— クレオ パ トラの 言葉が 彼女に 

は 絶対者の 暗示の ように 思い出された。 

意外に も 一 番 はじめに 試みた 鍵が うまく 鍵穴に は 

いった。 扉 は 拍子 〔# 「拍子」 は 底本で は 「抜 子 匕 抜けの 

する 程 易々 と あいた。 実際、 扉 を 叩き 破っても 位の 権 

幕であった 彼女に は 少なからず 意外であった。 だが そ 

れ よりも 意外で あつたの は、 部屋の 中には 見なれ たデ 

スクが 一 台と 椅子が 一 脚、 デスクの 上に は 何 かしら 独 



逸 語の 書物が あけて あって、 その 前に 大判の 洋 S 紙に 

何 か 独逸 語で 書き かけた のが あるきり で、 その外に は 

何 一 つ 見つからなかった ことで ある。 あまりの ことに 

彼女 は 一時に 昂奮が さめて、 がっかりして しまった。 

どんな 精巧な 仕掛が して ある ことかと 期待して いた 矢 

先に、 見出され たの は、 ありふれた 机と 椅子と 本が 一 

冊つ きりで ある。 

彼女 は、 亡者の ように ふらふらしながら、 天井 を 見 

上げた リ床ゃ 壁 を 押した リ、 踏んだ リ 叩いたり して 見 

た。 けれども 遂に 何物 を も 発見す る ことができ なかつ 

た。 



ます。 貴女の 仕事 は その都度 お願いす る ことにします 

が、 あちらの 実験室へ は 絶対に はいれません から、 そ 

のおつ もりで ね。 さあ それで は 家の 方へ ちょっと… 

〜」 と 博士 は 一人で しゃべりながら、 相手が 何もい わ 

ない うちに、 彼女の 二つの 眼へ かわるがわる キッスし 

て、 軽快に 実験室 を 出て 行った。 
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それから 約 六 ヶ月の 間、 村 木 博士 は 正確に 一週 一度 



氺 * 氺 

その 翌日、 いよいよ 大会の 当日であった。 恒例 を や 

ぶ つて X X 新聞の 講堂に かえられた 会場 は 定刻 前から 

立錐の 余地 もな く 熱心な 聴衆が つめかけ ていた。 朝野 

の 学界の 名士 新聞記者 は 演壇の 両側に いならんで いた。 

今日の 大会 は 博士の 報告 演説 だけで 独占され る ことに 

なって いたので、 司会者の 開会の 辞が おわる と、 村 木 

博士が 割れる ような 拍手 を 浴びて 登壇した。 千 余 名の 

聴衆の 視線 は 一 斉に 博士に 注がれた。 

博士 はしず かな 語調で、 案外に 簡単に 実験の 経過 を 

報告して から、 「これから その 嬰児 を 皆様に 御覧に 入 



無心な 赤ん坊の 額に 接吻した。 何だか 葡萄酒の 句い が 

する ような 気がした が 彼女 は 別に それに は 気 もとめな 

かった。 

「まあお めざめでした か、 あんまり よくお 寝み でした 

から、 お 午餐 も 差し あげませんで」 

と 言いながら、 ばあやが 夕食 を 運んで きた。 

「ほほうよ く 眠って いますね」 と 言いながら 博士 も そ 

の あとから はい つ て 来て 赤ん坊の 顔 を のぞきこんだ。 

そして 博士 は 母親と 子供との 額に 代る がわる 接吻した。 

本 * 矛 

それと 同じ 時刻に 大学の 生理学 教室で は、 熱心に 試 



された 道 は 死 あるの みです。 子供の こと はよ ろしく 御 

^ レ しま 1」 

房 子 は 博士の 遺書 を 抱いて 産褥の 上に いつまでもい 

つ まで も 泣きく ずれた のであった。 
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